
開催日時： 2016年3月6日(日)13：30～16：50

開催場所： ソニックシティ９０６会議室

演題１：
演題２：
演題３：
演題４：
演題５：
演題６：
演題７：
演題８：
演題９： 地域薬局から考える薬薬連携～事例報告をふまえて～

特別講演: 「薬剤師の資質と生涯研修」

総合評点
3.3

(4件尺度)

評価記入---4.とても適切　3.適切　　2.やや不適切　1.全く不適切

1 2 3 4 5 6 7 8 9
5 4 3 4 11 7 25 3 14
1 11 3 2 9 7 20 10 15

平均
3.2

3 平均
3.5

当院におけるトルリシティの使用経験について
インスリン治療に関する薬剤師の役割
アイソレーター導入による外来化学療法業務の現状と課題
Candida parapsilosis による感染症心内膜炎の治療に介入した1症例
医療事故防止を目的とした教育活動

ポリファーマシーへの介入
草加市立病院における処方代行修正業務の構築

第15回学術大会参加者アンケート集計結果

無回答
36

0

37

3

0 0 5
全く不適切

とても適切 全く不適切 無回答
20

適切

3. 特別講演テーマについて

1

特に印象に残った
今後に役に立つ

54
やや不適切

とても適切 適切 やや不適切

アンケート意
見あり（枚）

14

1.発表演題について

2.要旨集について

演題番号

研修者数

89

アンケート提出数

中心静脈栄養（TPN)チェックシートの有用性の検討～５大栄養素の充足率の調査～

埼玉県病院薬剤師会　生涯研修センター
センター長　堀口　久光　先生

78

アンケート回収率

88%

26%

0%

69%

0%
4% 0% 0% 0% 1%0%

とても適切

適切

やや不適切

全く不適切

無回答

0%
0% 0%0%

6%

0%

とても適切



4 平均

3.3

5 平均
3.2

2.要旨集について
ある程度、文字や式を定めた方がよいと思う 1
フォーマットが曖昧 1

4.特別講演内容について
病薬の会員全てに説明する必要があると思う 2
薬剤師としてこれからどうしていけばいいかを考えさせられた 1
薬剤師を取りまく社会的評価を再認識できた 1
認定薬剤師制度がより多くの人に認識される資格になればよいと思った 1

研修制度について混乱しているのが分かった 1
薬剤師の認定制度は複雑で大変そうだなという印象が残った 1

5.学術大会の印象について

意見の記載(14枚）

生涯研修については理解不足のまま単位をとっていたが、今後の方針や自身のスキ
ルアップについての理解が深まった

20 56 2 0

0

0
とても満足 満足 やや不満足 全く不満足 無回答

25 44 4 5

よく理解で
きた

理解できた
やや理解で
きなかった

全く理解で
きなかった

無回答

4. 特別講演内容について

5.本学術大会の印象について

1

1
研修制度に関しては、大きな動きを知り理解することが出来て良かった。変わって
いく社会、制度の中で自分達の役割を果たせるように考え動いていきたいと思う

46%
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48%
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0% 6%
とても適切

適切

やや不適切

全く不適切

無回答

32%

0%
56%

0%5%

0% 0%0%

7%

0%

よく理解できた

理解できた

やや理解できなかった

全く理解できなかった

無回答
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72%
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机があるのが有難かった 1
交流する場所がないのでやや不満足 1

6.今後取り上げてほしいテーマ
感染症 1
栄養 1
薬剤総合評価調製加算の具体的な介入について 1
業務改善につながる研修会を多く取り上げてほしい 1

学術大会への意見や感想 1
1

薬剤師としての質を高める必要性を改めて感じた 1

調剤薬局の先生の発表があり新鮮だった 1
薬薬連携は調剤薬局からの発表でとても参考になった 1

短時間の中で多くの内容の話を聞けるケースはまれだと思うので、年回で行う回数
を増やしてほしい

今後も合同発表が増えてくると、我々の業務が広がって地域包括ケアの取り組みと
して、患者さんにとってより安全なシステムが生まれると思う

1

1

1

薬剤師の在り方についてよい刺激をうけた

現在の薬剤師の社会における位置づけや求められている姿について再認識すること
ができた


